
◆
カ
レ
ッ
ジ
の
２
年
間

は
ど
う
で
し
た
か
。

こ
の
２
年
間
は
、
自
分
の

在
り
方
や
将
来
を
深
く
考
え

る
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

平
日
は
実
家
の
工
務
店
で
実

務
を
学
び
な
が
ら
、
金
・
土

曜
日
（
月
１
日
程
度
、
木
曜

日
）
は
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ

で
理
論
や
設
計
、
大
工
技
術

を
学
ぶ
と
い
う
、
い
わ
ば

「
実
践
と
学
び
の
往
復
」
の

日
々
で
し
た
。

体
力
的
に
は
決
し
て
楽
で

は
な
か
っ
た
で
す
が
、
そ
の

ぶ
ん
多
く
の
吸
収
が
で
き
た

こ
と
で
、
建
築
に
対
す
る
視

野
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

◆
工
務
店
の
後
継
者
と

し
て
の
自
覚
を
高
め
る

２
年
間
に
な
り
ま
し
た

ね
。
た
だ
、
町
の
工
務
店

が
抱
え
る
色
々
な
課
題

も
見
え
て
き
た
の
で
は
。

は
い
。
地
域
密
着
型
の
工

務
店
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も

多
く
の
お
客
様
に
支
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
「
お
客
様
と
の
信

頼
」
と
い
う
力
が
な
け
れ
ば
、

我
々
と
い
う
小
さ
な
会
社
は

存
続
が
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。そ

し
て
、
少
子
高
齢
化
、

職
人
不
足
、
住
宅
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
と
い
っ
た
課
題
に
ど

う
向
き
合
う
か
。
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
合
わ
せ
た
提
案
力

と
発
信
力
、
そ
し
て
地
域
と

の
新
た
な
関
係
づ
く
り
が
こ

れ
か
ら
の
鍵
に
な
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

⸻

◆
カ
レ
ッ
ジ
生
活
で
印

象
に
残
っ
た
出
来
事
、
ベ

ス
ト
３
を
挙
げ
て
く
だ

さ
い
。

一
番
は
、
住
宅
自
由
設
計

の
課
題
で
吹
き
抜
け
を
利
用

し
た
住
ま
い
を
提
案
し
た
と

き
、
先
生
か
ら
「
こ
れ
は
想

像
力
の
素
晴
ら
し
い
図
面
だ
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と

（
右
写
真
）
。

二
つ
目
は
、
授
業
や
実
習

を
通
し
て
、
他
の
同
級
生
と

議
論
や
切
磋
琢
磨
し
た
時
間

で
す
。
年
齢
差
を
感
じ
る
交

流
の
中
で
価
値
観
の
違
い
を

知
り
、
自
分
の
軸
が
よ
り
明

確
に
な
り
ま
し
た
。

三
つ
目
は
、
東
京
都
職
業

能
力
開
発
協
会
会
長
賞
を
い

た
だ
け
た
こ
と
で
す
。
頑
張
っ

て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

素
直
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

⸻

◆
当
面
の
目
標
は
？

10
年
後
は
何
を
し
て
い

ま
す
か
？

ま
ず
は
、
実
家
の
工
務
店

（
㈱
佐
藤
工
務
店＝

杉
並
区

高
井
戸
西
）
で
一
棟
一
棟
を

て
い
ね
い
に
仕
上
げ
る
経
験
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建築に対する視野が大きく広がった
３
月
22
日
、
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
は
第
28
期
生
の
修
了
式
を
池
袋
校
舎
で
行

い
ま
し
た
（
17
人
が
修
了
、
入
学
は
23
人
）
。
10
代
・
20
代
の
構
成
比
が
78
％
、

入
学
時
点
で
40
歳
以
上
が
０
人
な
ど
若
さ
が
際
立
つ
期
で
し
た
。
ま
た
、
あ
と

も
う
少
し
で
皆
勤
賞
の
人
が
複
数
い
る
な
ど
出
席
率
の
高
さ
も
特
徴
で
し
た
。

最
上
位
と
さ
れ
る
「
東
京
都
職
業
能
力
開
発
協
会
会
長
賞
」
受
賞
の
佐
藤
蓮
之

介
さ
ん
に
２
年
間
の
思
い
出
、
今
後
の
決
意
を
聞
き
ま
し
た
。

建築カレッジの２年間、今後の抱負

第２８期生 佐藤 蓮之介さんに聞く

「 大工実技実習だけでなく、建築の理論、
設計の手法も学ぶことができた。町の工務
店が生き残るにはどうしたらいいのか、考
えながら通学した」と佐藤さん。

町
の
工
務
店
の
存
続

地
域
と
の
新
た
な
関
係
づ
く
り
で

左
写
真＝

技
能
照
査
実
技
試
験

で
「
化
粧
棒
隅
木
」
製
作
に

奮
闘
中
。



を
積
み
な
が
ら
、
少
し

ず
つ
経
営
の
視
点
も
学

ん
で
い
き
た
い
で
す
。

10
年
後
に
は
、
地
域

の
人
に
と
っ
て
「
こ
の

人
に
家
を
任
せ
た
い
」

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
存

在
に
な
っ
て
い
た
い
。

そ
し
て
、
建
築
を
通
し

て
地
域
の
豊
か
さ
を
支

え
る
よ
う
な
活
動
に
も

取
り
組
め
て
い
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。

◆
「
建
築
の
仕
事
を

し
よ
う
か
な
」
と
考

え
て
い
る
人
に
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

建
築
は
「
誰
か
の
人

生
に
寄
り
添
う
仕
事
」

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

形
を
つ
く
る
だ
け
で
な

く
、
思
い
を
汲
み
、
暮

ら
し
を
想
像
す
る
。
責

任
は
大
き
い
け
れ
ど
、

そ
の
分
や
り
が
い
も
深

い
で
す
。

迷
っ
て
い
る
な
ら
、

ま
ず
は
実
際
に
建
築
に

触
れ
て
み
て
ほ
し
い
。

現
場
で
も
、
模
型
で
も
、

何
で
も
い
い
。
一
歩
踏

み
出
す
こ
と
で
、
き
っ

と
見
え
て
く
る
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
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「奈良宿泊研修」で大規模改修工事現場を見
学（橿原市今井町）。リフォーム・リノベー
ション工事の需要は今後ますます増えていく。
古民家の魅力を生かす事例に刺激を受けた。

修了式の前週、3月15日（土）、「2024年度・
第3回OJT報告会」がおこなわれました（池袋校舎）。
東京建築カレッジは「職場も学校」「社長や親方、

職場の先輩も先生」という視点でOJT（On the J
ob Training）も授業科目としていますが、毎月
「出勤状況簿＆OJT月報」の提出を義務付ける一方、
年3回、授業としてOJT報告会をおこなっています。
本校は「二年間の学習目標」の中で「５、自分の

考えを相手に正確に伝えることが出来るようになる
こと」を掲げています。ＯＪＴ報告会はその訓練の
場です。分散会では２年生が運営し、提示された課
題に基づいて討論を進める方法も学んでいます。

「第３回ＯＪＴ報告会」を開催・・・３月15日（土）

現場の経験、気づきを語る。質問に答える

情報系授業で習ったPowerPointを使って自分の仕事の
様子を説明します。語り方のスタイルは様々。分かりに
くい説明には先生やクラスメイトから質問がぶつけられ
ます。「その実務であなたは何を学んだの？」先生方か
ら問いかけられることも。中身のあるコミュニケーショ
ンの学習の場です。

専
門
誌
『
新
建
築
』
の
表
紙
を
飾
っ

た
建
築
現
場
に
従
事
し
た
経
験
を
紹

介
し
た
第
29
期
生
（
１
年
生
）
の
南

貴
之
さ
ん＝

左
写
真
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
報
告

会
で
は
カ
レ
ッ
ジ
で
共
に
学
ぶ
仲
間

の
仕
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
年
・
２
年
合
同
の
分
散
会
で
は
出
席

者
全
員
の
本
音
を
引
き
出
す
運
営
や
討

論
の
ま
と
め
方
も
学
ぶ
。
過
酷
な
労
働

環
境
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
、
意
見
交

流
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。


